
§10　　架設時キャンバー追跡調査

1．架設時キャンバー追跡調査試験要領

1）目的

　本試験は、鋼桁キャンバーが工場製作から現地架設までの工程において、いかなる変位をするか

　を観察して、設計計算値との誤差がどのような原因によって起こるか｛又、誤差の範囲がどの程

　度のものかを実橋を使って追跡調査し、データー収集を行うものである。

2）対象桁

　　　　次の構造型式を標準としますが、製作・工程上やむを得ない場合には、類似の橋梁であれぱ

　　　　結構です。

　　　　　　　　　①単純飯桁　3－5種桁スパンL・30－50M
　　　　　　　　　②　　単純箱桁　　　　　　　　　スパンL＝5“70M

　　　　各社①②両方又はどちらか1橋を対象に、平成5年12月頃までに竣功予定の橋梁を対象としま

　　　　す。

31測定時期

［工場仮組立時］　　①多点支持状態

　　　　　　　　②支点支持状態

［現地工事］　　③ベント等の仮受け又は地組立状態

　　　　　　　　④架設完了後　　　　　（H・T・B締付、ベント撤去後）

　　　　　　　　⑤床版コンクリート打設完了後　（地覆・高欄完了後）

　　　　　　　　⑥舗装完了後（竣功時）

上記時期で

　日昇前（最低気温時・最小桁温差）

　気温上昇時

　日　中（最高気温時）

　気温下降時

AM6：00ん7＝00

AM9：00

PM2：00

PM5：00’》6：00

4）測定項目

（1）外気温、桁温

　　・測定はキャンバー測定時とする。

　　・外気温は桁の地組立・架設地点の近傍とし、直射を受けない場所とする。

　　・桁温は上フランジ上面・ウェブ両面・下フランジ下面を測定する。

　　・桁温は飯桁では上フランジ1点、ウェブ片面上下2点、下フランジ1点を測定する。

　　・桁温は箱桁では上フランジ2点、ウェブ両面上下2点、下フランジ2点を測定する。

　　注）桁温の測定は桁全体の温度分布が分かれば可とし、上記測点にはこだわら

　　　　なくても良いです。

（2）コンクリート温度（上下面）、舗装表面温度

（3）キャンバー値

　　・レベル測定とする。

　　・測点は支点及び中央部（キャンバー最大値）とする。

　　・箱桁ではウェブ両面上2ケ所測定する。
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5》特記事項

（1）工場仮組立時において、多点支持状態より支点支持状態にする場合は、継手部の摩

　　擦面が滑らないような対策をする。

（2）主桁・横桁・対傾構の継手部は、原則としてH・T・B締付とし、ボルト本数の30～50％を

　　締付るものとする。

（3）支点及び支間中央の測定位置には、測定管理用に検測棒（ナット式）を取り付けて

　　床版工完了まで同一点にて測定する。
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架設時キャンバー追跡調査記録表

I
GQ
GQ
l

橋梁の種類 橋　格 1・2等橋 1）温度測定記録

形式 単純桁・（　）径間連続桁　支間長L＝

外気温合　成・非合成 1桁・箱桁 主桁（　）種 U・F1

桁高H＝ AM6：00

発注元 AM9：00

規格値 製作そり ≦　δ　≦ PM2：00

架設時 ≦δ　≦　　　・　無 PM5：00

測定時期 ①仮組立時（多点支持） 2）キャンバー記録

②仮組立時（支点支持） Gl G2 G3

③現地架設時（ベント上・地組立） 支点 中央 支点 支点 中央 支点 支点 中央 支点
④現地架設完了時（ベント撤去後）

側6：00

読確

⑤床版工完了後（地覆・高欄設置後） キャン

バー伍⑥舗装完了後

測　定　日 平成　年　　月　　日　　　天　候
餌9：00

読み直

一　般　図 キヤン

バー値

PM2：00

読殖

キャン

パー直

PM5：00

読み直

キャン

パー直

上段　　レベルの読み値

下段　支点を0としたキャンバー最大値

観察記録



鋼橋技術研究会施工部会　r架設時キャンバー追跡試験」（資料）

　試験対象桁について

　　三木部会長談

　　　・対象とする桁は、大きい誤差が発生しやすい構造・型式・架設工法のものを選定する

　　　　のが試験の目的からいって有効であると思う。

　　　・標準的な構造・型式の橋梁を多く試験してもあまり意味が無いように思われる。

　　　　　　　（3橋位で十分では？）

　　　・意図的にキャンバーを狂わせて見てはどうか？

　　　・斜橋、アーチ橋、鋼床版桁等、キャンバーの狂い易い桁を多くやってはどうか？

　　［対象桁の候補］

桁の型式 施工会社

A B C D

標準的な橋梁

飯桁

①
　
　 単純
②
　
　
連
続

　K社
（2径間：T・C

　卜4社

α髄廊

箱　桁

③
　
　 単純

騰
（瓢べ送’出り

　Hフ社

ぐT6）
④
　
　
連
続

⑤　斜橋

⑥　曲線桁

⑦　アーチ橋

⑧　鋼床版桁
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2．　架設時キャンバー追跡調査記録表　（1）

橋梁の種類

発注元

測定時期

橋格
形式

①・2等橋
単純桁・（2）径間連続桁　支間長L＝2＠43．200

合成・（彊）
桁高Hニ2，200

1桁・箱桁 主桁（4）種

県

規格値 製作そり

架設時

一5≦δ　　十15　｛mm）

≦δ

①儂組立時（多点支持）

②儂組立時（支点支持）

③現地架設時（ベント上・地組立）

④現地架設完了時（ベント撤去後）

⑤床版工完了後（地覆・高欄設置前）

⑥舗装完了後

H5．3／30

H5．4／1

H5．11／25

H5．12／15

II6．5／26

晴れ

晴れ

晴れ

曇り時々雨

曇り
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①仮組立時（多点支持）

1）温度測定記録 （℃）

上段（G1一支点）を0とした高低差

謝 醐間 外鰭

UF19 LFlg 脆b上 Web下
G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 G1 ・OG2 G3 G4

第1回目 岨6：15 1．6 一〇。 一〇． 一〇． 一〇． 0．9 1．0 1．0 1．1 0．2 一1． 0．1 0．1 一〇． 0．4 ’0．4 0．1

2 岨10：32 5．9 16．3 7．2 6．8 6．4 8．7 5．7 5．1 5．1 19．2 6．2 6．4 6．2 8．5 7．6 6．4 5．9

3 PH3：10 9．5 7．4 16．6 15．4 12．0 14．9 13．1 11．8 10．2 15．5 13．5 13．0 11．9 5．1 13．0 2．5 1．1

4 PM5：05 5．9 8．7 8．4 8．1 7．8 8、0＝ 7．5 6．6 6．5 8．2 6．5 7．6 7．2 7．8 6．9 6．9 6．7 下段基準値との差

　　　　　　　　　　　　　　　　　（m皿）2）キャンバー記録

G1 G2 G3 G4

支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点

基準値 0 191 204 296 210 14 199 213 304 225 58 238 258 344 270 5 183 207 290 218

第1回目

．高嵯 0 195 209 302 209 17 202 221 309 226 59 241 265 353 270 5 187 213 295 219
差 ±0 十4 十5 ＋6 一1 十3 十3 ＋8 十5 十1 ＋1 ÷3 十7 ＋9 0 0 ＋4 十6 ＋5． ＋1

2
高儘 0 196 211 303 210 15 203 222 310 228 60 242 267 353 272 5 188 214 297 220
差 ±0 ＋5 十7 十7 0 ＋1 ＋4 十9 十6 十3 ＋2 ＋4 十9 十9 十2 0 ＋5 十7 十7 十2

3
艦 0 195 209 302 208 16 203 221 309 226 58 242 266 352 270 4 188 213 295 219

差 ±0 ＋4 ＋5 十6
＝2

十2 ＋4 ＋8 十5 ＋1 0 十4 十8 十8 0 一1 十5 ＋6 十5 ＋1

4
高騒 0 195 209 301 208 15 202 220 308 226 58 241 265 352 272 4 187 213 295 219

差 ±0 ＋4 ＋5 ＋5 一2 十1 十3 十7 ＋4 十1 0 十3 ＋7 十8 十2 一1 ＋4 十6 十5 ＋1

（記事）
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②僑組立時（支点支持）

1）温度測定記録 （℃）

上段（G1一支点）を0とした高低差

齪回数

繍 外鍋

UF19 LF19 恥b上 Web下
G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 G1 G21 G3 G4

第1回目 AH7100 8．1 6． 6． 6． 6。 7． 7． 6． 7． 7． 6． 7， 7， 7． 6，
6．

6．

2 岨10125 13． 2L 15． 15． 15． 16． 14． 13． 13． 22． 14． 14、 14． 22． 15． 14． 14．

3 PH3：05 16． 2L 21． 21． 20． 19． 18． 17． 16， 20， 18． 19．1 18． 19． 19．1 19． 18．

4 PH5：30 15． 17， 17． 17． 16． 16． 16． 16． 15． 16， 16． 16． 16， 16， 16． 16． 16． 下段基準値との差

　　　　　　　　　　　　　　　　（皿皿）2）キャンバー記録

G1 G2 G3 G4

支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点

基準値 0 180 204 285 210 14 188 213 293 225 58 227 258 333 270 5 171 207 278 218

第1回目

高雌 0 180 ・204 292 212 17 188 214 296 228 60 228 259 337 272 7 174 207 278 220

差 0 0 0 十7 十2 ＋3 0 ＋1 十3 ＋3 ＋2 ＋1 ＋1 ＋4 十2 十2 ＋3 0 0 十2

2
継 0 182 204 285 206 15 186 213 297 228 59 227 258 337 272 4 173 207 278 221
差 0 2 0 ｛マ 42 ＋1 一2 0 ＋4 十3 ＋1 0 0 十4 ＋2 一1 ＋2 0 0 ＋3

3
高箆 0 180 205 293 212 16 189 214 296 228 60 228 259 338 272 6 175

一
2
0
8 279 220

差 0 0 ＋1 十8 十2 ＋2 ＋1 ＋1 ＋3 ＋3 ＋2 ＋1 ＋1 十5 ＋2 ＋1 ＋4 ＋1 十1 十2

4
高健 0 180 204 293 212 14 189 215 297 227 59 229 259 338 272 6 175 207 279 219

差 0 0 0 ＋8 十2 0 ＋1 ＋2 ＋4 十2 ＋1 十2 ＋1 十5 ＋2 十1 ＋4 0 ＋1 ＋1

（記事）
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③現地架設時（ベント上・地組立）

1）温度測定記録 （℃）

上段（G1一支点）を0とした高低差

囎 醐問 外矯

UF19 LFlg Web上 Web下
G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 G1 ・。G2 G3 G4

第1回目 胡10＝00 16． （末彦 q ）

下段基準値との差

　　　　　　　　　　　　　　　（m皿）2）キャンバー記録

G1 G2 G3 G4

支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点

基準値 0 191 204 296 210 14 199 213 304 225 58 238 258 344 270 5 183 207 290 218

第1回目

高雌 0 193 203 298 207 16 197 213 305 225 58 240 258 346 268 6 186 207 285 215

差 0 ＋2 一1 十2 一3 ＋2 一2 0 ÷1 0 0 ＋2 0 十2 一2 ＋1 十3 0 一5 一3
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赴

1

④現地架設完了時（ベント撤去後）

1）温度測定記録 （℃）

上段（G1一支点）を0とした高低差

灘 齪覇 外姻

UF19 LFlg 恥b上 Web下

GI　G2　G3　G4 GI　G2　G3　G4 GI　G2　G3　G4 GI　G2　G3　G4
第1回目 胡8：50 3． 2．7 2．6 2．9 2．6’

2 PM1：30 5． 8．0 7．0 8．5 コ。5

下段基準値との差

　　　　　　　　　　　　　　　（皿皿）2）キャンバー記録

G1 G2 G3 G4

支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点

基準値 0 180 204 285 210 14 188 213 293 225 58 227 258 333 270 5 171 207 278 218

第1回目

高醗 0 180 202 285 　206
15 183 212 292 223 一　57 225 258 334 267 6 174 206 272 214

差 0 0 一2 0 一4 十1 一5 一1 一1 一2 一1 一2 0　　十1 一3 ＋1 十3 一1 一6 一4

2
高箆 0 180 203 286 206 14 184 212 291 224 56 225 258 333 267 6 173 206 271 214

差 0 0 一1 ＋1 一4 0 一4 一1 一2 一1 一2 一2 0　　　0 一3 ＋1 ＋2 一1 一7 一4

灘
差

高憾

差
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1
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⑤床版工完了後（地覆・高欄設置前）

1）温度測定記録 （℃）

上段（G1一支点）を0とした高低差

圃 獺 外鎚

UFlg LFlg Web中 床版コンクリート

G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 G1 G2 G3 G4 下面’ 上面

第1回目 PH3：30 21． 22． 22． 21， 21． 21， 21． 2L 21． 22． 23． 21， 22． 22．0 21．8

2 PH1＝30 20． 20． 21． 20． 20． 20． 20． 20． 21， 21． 25． 20． 22． 20．3 20．4

下段基準値との差

　　　　　　　　　　　　　　　（皿m）2）キャンバー記録

G1 G2 G3 G4

支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点 支点 中央 支点 中央 支点

基準値 0 159 204 264 210 14 168 219 275 225 58 207 264 314 270 5 148 210 254 218

第1回目

高蹉 0 151 －’216 266 208 15 172 223 ＝275 227 58 197 260 305 269 7 144 202 248 217
差 0 一8 ＋12 十2 一2 ＋1 ＋5 ＋4 0 ＋2 0 一10 一4 一9 一1 十2 一4 一8 一6 一1

2
朧 0 153 218 264 209 15 173 223 275 226 58 197 261 308 269 7 146 203 248 ．218
差 0 一6 十14 0 一1 ＋1 十5 ＋4 0 十1 0 一10 一3 一6 一1 十2 一2 一7 一6 0
描
差

高鮭

差
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架設時キャンバー追跡調査記録表12）

橋梁の種類 橋格 ①・2等橋

形式 単純桁・（2）径間連続桁　支間長Lニ293r，6σo

合成・非合成 （〔蜀・箱桁 主桁（3）種

桁高H＝2．α℃

発注元
規格値 製作そり ≦δ　≦

架設時 ≦δ　≦　　　　　無

測定時期 ○ ①偏組立時（多点支持）

一
②儂組立時（支点支持）

一
③現地架設時（ベント上・地組立）

○ ④現地架設完了時（ベント撤去後）

一
⑤床版工完了後（地覆・高欄設置後）

一 ⑥舗装完了後

測定　日 平成　年　　月　　日　　　天　候

一般図

　　　耳　　　　　　　歪
　　1　乏　3　　チ　金　6　　　　　すノゆ磁
　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

9 ）

工
　　　～

　　　　　　　　　　　　2　　2・
（※ケ』ブルクレン直序弧嵐コ

一44一
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寧 ）
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架設時キャンバー追跡調査記録表（3）

橋梁の種類 橋格 ①・2等橋

形式 唖圃・（ ）径間連続桁　支間長Lニ5α500

合成・匪査國 1桁・圃 主桁（尋）種

桁高H＝口Oo

発注元
規格値 製作そり ≦δ　≦

架設時 ≦δ　≦ 無

測定時期 ○ ①侃組立時（多点支持）

『 ②儂組立時（支点支持）

○ ③現地架設時（ベント上・地組1立）

○ ④現地架設完了時（ベント撤去後）（鋼蘇版番旛後）

一 ⑤床版工完了後（地覆・高欄設置後）

一 ⑥舗装完了後

測定　日 平成 年
、 月　　日 天　候

一般 図
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架設時キャンバー追跡調査記録表

橋梁の種類 橋格 ①・2等橋

形式 哩圃・（ ）径間連続桁 支間長L＝38，αり

合成・匪蜀 1桁・圃 主桁（2）種

桁高H＝260D

発注元
規格値 製作そり ≦δ　≦

架設時 ≦δ　≦ o 無

測定時期 ○ ①儂組立時（多点支持）

○ ②儂組立時（支点支持）

一 ③現地架設時（ベント上・地組立）

一
④現地架設完了時（ベント撤去後）

一
⑤床版工完了後（地覆・高欄設置後）

一 ⑥舗装完了後

測定　日 平成 年 月　　日 天 候

一般図
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